
別紙１

１　対象地区の現状

ha

２　対象地区の課題

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

①牛ケ谷の耕地面積 7.7ｈａ

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 3.9ｈａ

③アンケート調査等に回答した地区内における６０才以上の農業者の耕作面積の合計 3.9ｈａ

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 3.9ｈａ

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 0ｈａ

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 1

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

勝山市 野向町牛ケ谷 令和3年2月26日

（備考）

・牛ケ谷の農地は、常時牛ケ谷に住んでいる人は少なく、ほとんどの人は勝山市街地等に住んでいるため、後継
者がいなくなる。
・５年位前に数人で牛ケ谷の半分（３haぐらい）の面積を耕作する牛ケ谷互助組合を作ったが、生産組合にはなっ
ていない。
・獣害対策が大変であることや、農機具の購入費用が高いため農機具の更新ができない。
・現在は各農家で農機具を所有しているため、生産組合設立の話し合いが進まない。

・牛ケ谷地区にある牛ケ谷互助組合を生産組合に移行していく。
・

・稲作ではなく、園芸作物を生産して儲かる農業を目指していく。
　（令和３年度には里芋を牛ケ谷互助組合で作付け（１０a)する



（参考）　中心経営体

A生産組合 ha ha
B ha ha
C ha ha

計 ha ha

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

集 水稲、エゴマ 0 水稲、園芸作物 4 牛ケ谷
水稲、エゴマ 1.4 水稲、園芸作物 0 牛ケ谷
水稲、エゴマ 1.6 水稲、園芸作物 0 牛ケ谷

3人 3 4

属性
農業者

（氏名・名称）

現状 今後の農地の引受けの意向

経営作目 経営面積 経営作目 経営面積
農業を営む範
囲

牛ケ谷地区にある牛ケ谷互助組合を生産組合に移行していくために、農地所有者が協議を始めていく。

現在は稲作中心であるが、牛ケ谷の気候や土壌に合う園芸作物を探す。（里芋、茄子、エゴマ等）


